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“非常識追放”
1 1 0 番

zenkokuzei@aol.com
全
国
税
は
、
職
場
か
ら
セ
ク
ハ

ラ
や
イ
ジ
メ
な
ど
の
非
常
識
を

な
く
す
た
め
、「
非
常
識
追
放

一
一
○
番
」
を
常
時
設
置
し
て

い
ま
す
（
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上

記
の
番
号
ま
で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

民
主
党
が
け
し
か
け
、
政
府
が
乗
っ
か
り
、
人
事
院
が
役
目
を
な
げ
う
っ
て
改
悪

を
め
ざ
す
拘
束
時
間
大
幅
延
長
の
動
き
に
、
職
員
の
怒
り
が
燎
原
の
火
の
ご
と
く
広

が
っ
て
い
る
。
特
に
子
育
て
中
の
女
性
た
ち
は
、
悲
鳴
に
ち
か
い
怒
り
を
あ
ら
わ
に

し
て
い
る
。
全
国
税
は
人
事
院
総
裁
あ
て
の
は
が
き
に
続
き
、
総
裁
あ
て
の
緊
急
署

名
に
取
り
組
む
。
改
悪
阻
止
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
や
り
き
ろ
う
。

出
勤
時
間
は
変
わ
ら
ず
、

退
庁
時
間
が
一
気
に
30
分
と

か
45
分
も
引
き
延
ば
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
ま
ず
生
活
に
多

大
な
影
響
が
出
る
。

と
り
わ
け
育
児
、
子
育
て

に
関
わ
っ
て
い
る
職
員
は
深

刻
だ
。

「
千
葉
市
は
延
長
保
育
を

入
れ
て
も
７
時
ま
で
。
小
３

ま
で
の
学
童
保
育
は
６
時
ま

で
。
都
内
署
が
６
時
ま
で
勤

務
と
い
う
こ
と
な
ら
７
時
の

お
迎
え
は
ギ
リ
ギ
リ
で
す
。

８
時
15
分
ぐ
ら
い
に
や
っ
と

食
事
で
す
か
ね
。
子
供
の
勉

強
を
見
て
あ
げ
る
時
間
も
な

い
。
少
子
化
促
進
政
治
改
革

で
す
ね
」
。
情
報
を
聞
い
た

女
性
職
員
は
声
を
あ
げ
た
。

子
育
て
が
終
わ
っ
た
女
性

職
員
か
ら
も
「
経
験
上
、
子

育
て
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
ひ
ど
す
ぎ
る
」

と
非
難
の
声
が
届
い
た
。

国
税
庁
は
、
「
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
で
き
る
職
場
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
全
国

組
織
で
あ
る
国
税
庁
に
お
い

て
は
正
に
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
ま
す
」
（
第
７
回
国
税
審

議
会
で
の
次
長
表
明
）
と
積

極
的
に
動
い
て
い
る
が
民
主

党
と
政
府
は
水
を
か
け
る
。

国
税
庁
は
決
意
を
実
現
す
る

た
め
、
拘
束
時
間
延
長
反
対

で
積
極
的
に
動
く
べ
き
だ
。

時
代
に
逆
行
す
る
人
事
院

と
政
府
に
強
力
に
迫
っ
て
欲

し
い
。
全
国
税
は
大
い
に
応

援
し
た
い
。

政
府
与
党
以
上
に
過
激
な

公
務
員
攻
撃
に
走
っ
て
い
る

民
主
党
に
対
し
て
も
、
怒
り

の
声
が
続
々
届
い
て
い
る
。

「
調
整
手
当
の
異
動
保
障

問
題
と
い
い
、
民
主
党
議
員

の
公
務
員
た
た
き
発
言
は
本

当
に
頭
に
く
る
」
「
民
主
党

っ
て
連
合
の
支
援
を
受
け
て

い
る
ん
だ
ろ
う
？
　
国
税
労

組
も
支
援
し
て
る
よ
な
。
一

体
何
様
だ
よ
」。

一
人
ひ
と
り
の
選
択
が
、

自
分
の
首
を
絞
め
る
事
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
真
剣
な
判

断
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

席
８
級
格
付
け
も
上
下
関
係

で
現
時
点
で
は
無
理
。

全
国
税

上
席
を
統
括
と
比

較
す
る
の
で
は
な
く
局
の
主

査
と
同
等
に
扱
っ
て
打
開
す

べ
き
だ
。
上
席
８
級
格
付
け

実
現
な
ら
士
気
は
あ
が
る
。

機
関
紙
を
見
て
欲
し
い

（
国
専
と
普
通
科
の
昇
任
率

比
較
グ
ラ
フ
掲
載
紙
を
渡

す
）。
全
国
税
の
調
査
で
は
、

国
専
採
用
者
の
ポ
ス
ト
昇
任

を
大
量
に
や
っ
て
い

る
。
人
事
院
は
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

実
質
的
処
分
だ
。

人
事
院

本
院
は
本

人
の
希
望
だ
と
聞
い

て
い
る
。
話
は
担
当

に
伝
え
る
。

全
国
税

中
高
年
処

遇
停
滞
で
士
気
も
停

滞
し
て
い
る
。
打
開

の
道
は
あ
る
の
か
。

人
事
院

８
級
ポ
ス

ト
適
齢
期
の
職
員
が

50
歳
前
後
か
ら
ピ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
状

況
は
認
識
し
て
い

る
。
台
地
上
の
幅
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

ペ
ー
ス
で
は
処
遇
維

持
は
無
理
だ
が
、
上

10
月
24
日
、
全
国
税
は
単

独
で
人
事
院
本
院
と
国
税
職

員
の
処
遇
に
関
す
る
交
渉
を

行
っ
た
。
国
専
の
ポ
ス
ト
昇

任
格
差
を
初
め
て
人
事
院
に

問
題
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
人

事
院
側
・
保
川
専
門
官
は
大

き
な
関
心
を
寄
せ
た
。

以
下
、
交
渉
の
要
旨
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

全
国
税

国
税
庁
は
本
人
希

望
と
い
う
こ
と
で
降
格
人
事

考
え
て
い
る
。
新
評
価
制
度

が
で
き
る
ま
で
、
扱
い
の
通

達
を
出
し
た
い
。
評
価
が
下

の
ほ
う
は
絶
対
的
基
準
で
、

上
の
ほ
う
は
例
示
の
形
で
示

し
、
運
用
し
て
も
ら
う
。

全
国
税

税
金
取
り
た
て
競

争
が
懸
念
さ
れ
る
。
公
務
員

攻
撃
に
人
事
院
は
毅
然
と
対

応
す
べ
き
だ
。

人
事
院

毅
然
と
し
た
態
度

と
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

う
な
る
の
か
。
抜
本

的
に
職
務
表
を
改
正

し
て
欲
し
い
。

人
事
院

統
合
の
と

こ
ろ
は
職
務
表
・
資

格
基
準
等
を
見
直
す

が
こ
れ
ま
で
と
基
本

的
に
変
化
し
な
い
。

悪
く
も
な
ら
な
い

し
、
良
く
も
な
ら
な

い
。
行
二
職
も
同
じ

だ
（
前
号
で
既
報
）。

全
国
税

給
与
構
造

見
直
し
で
評
価
が
直

結
す
る
制
度
に
な
る

が
、
評
価
制
度
は
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。

人
事
院

み
な
さ
ん

は
査
定
昇
給
と
い
う

が
、
人
事
院
は
「
新

た
な
昇
給
制
度
」
と

率
が
普
通
科
よ
り
明
ら
か
に

悪
い
し
、
一
定
年
齢
以
上
の

国
専
は
昇
任
さ
せ
な
い
政
策

が
あ
る
と
も
み
え
る
。
庁
も

調
査
を
約
束
し
た
。
人
事
院

と
し
て
も
調
査
す
べ
き
だ
。

人
事
院

（
グ
ラ
フ
に
関
心

を
示
し
）
庁
と
交
渉
し
た
の

か
。
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

全
国
税

給
与
構
造
見
直
し

で
税
務
も
行
二
職
も
級
が
統

合
さ
れ
る
。
昇
格
運
用
は
ど

７
場
所
連
続
優
勝
、
年
間
完

全
制
覇
、
年
間
84
勝
と
い
う

輝
か
し
い
成
績
だ
。
今
場
所

は
13
日
目
の
琴
欧
州
戦
に
黒

星
を
喫
し
た
の
み
で
あ
る
。

そ
の
琴
欧
州
も
大
関
昇
進
が

決
ま
っ
た
。
相
撲
界
は
景
気

回
復
と
な
れ
ば
万
々
歳
▼
そ

れ
に
し
て
も
テ
レ
ビ
を
見
て

い
て
観
客
の
少
な
さ
が
目
に

つ
い
た
。
若
貴
人
気
で
満
員

の
時
代
と
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
▼
人
気
だ
け
で
な
く
景

気
も
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
。

高
い
入
場
料
は
払
え
な
い
、

平
日
に
休
み
を
取
る
余
裕
の

あ
る
人
も
少
な
い
▼
一
部
の

大
企
業
は
好
景
気
と
な
っ
て

い
る
が
一
般
の
人
々
に
は
ま

っ
た
く
関
係
が
な
い
▼
朝
青

龍
の
一
人
勝
ち
は
許
せ
る
？

が
、
大
企
業
の
一
人
勝
ち
は

許
せ
な
い
。

大
相
撲
九

州
場
所
が
11

月
27
日
、
幕

を
閉
じ
た
。

横
綱
朝
青
龍

の
14
勝
１
敗

で
の
優
勝
で

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
と
ど
め
は
角
の

活
用
で
…
…
。

（
10
分
で
初
段
）

持
駒
　
金
銀
銀

要
チ
ェ
ッ
ク

勤
勉
手
当

緊急取組み

み
ん
な
の
力
で

く
い
と
め
よ
う

標準の勤勉手当-=（新俸給月額＋役職別加算額*＋調整手当額*）×0.75
*役職別加算額＝（新俸給月額＋調整手当*）×加算割合*
*加算割合………4・5級＝5％、6・7級＝10％、8・9級＝15％
*調整手当額＝新俸給月額×勤務地の率（扶養手当は入らない）
今回に限り標準の率は0.75ヶ月。低率なら、理由をただそう。

怒ツ怒 ツ怒 ツ

民主党に 政府に 人事院に

■
国
税
庁
が
ん
ば
れ
■

■
民
主
党
っ
て
何
様
■
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Ｏ
Ｂ
が
天
下
っ
て
も

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

大
阪
局
は
昨
年
頃
か
ら

「
納
税
協
会
」
の
活
性
化

に
向
け
た
挙
署
体
制
の
援

助
を
指
示
し
て
い
る
。
い

く
ら
国
税
Ｏ
Ｂ
が
天
下
っ

て
い
る
と
は
い
え
「
納
税

協
会
」
は
近
畿
に
し
か
な

い
民
間
の
一
公
益
法
人

だ
。
「
協
会
」
の
平
成
18

年
度
の
税
制
改
正
要
望
事

項
に
は
、
大
衆
課
税
の
強

化
、
高
額
所
得
者
へ
の
減

税
な
ど
が
あ
る
。
納
税
者

の
苦
情
に
同
情
す
る
今
日

こ
の
頃
、
そ
れ
に
反
す
る

団
体
の
応
援
を
す
る
の

は
、
気
が
重
い
。

夕
方
は
、
み
ん
な
無
口

【
東
京
・
江
東
東
分
会
】

本
格
的
な
年
末
調
整
の

季
節
が
や
っ
て
き
た
。
内

部
担
当
へ
の
電
話
は
、
配

偶
者
パ
ー
ト
と
住
借
証
明

（
紛
失
や
転
職
な
ど
に
よ

る
再
発
行
と
書
き
方
）
の

話
ば
か
り
。
来
客
も
再
発

行
に
ポ
ツ
ポ
ツ
と
途
切
れ

る
こ
と
が
な
い
。
証
明
の

再
発
行
は
閲
覧
以
上
に
時

間
が
か
か
る
の
で
大
変
。

発
行
の
都
度
、
公
印
を
押

す
た
め
総
務
に
行
っ
た
り

来
た
り
も
…
…
。
ホ
ッ
と

し
て
席
に
座
り
、
端
末
を

叩
き
始
め
た
途
端
に
電
話

が
鳴
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に

も
人
の
気
配
。

夕
方
に
な
る
と
み
ん
な

無
口
に
…
…
。
笑
い
を
と

思
っ
て
も
空
気
が
重
く
躊

躇
し
て
し
ま
う
。
気
力
体

力
と
も
激
し
く
消
耗
す
る

毎
日
だ
。
こ
れ
で
一
元
化

な
ど
で
き
る
の
か
…
…
。

青
年
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
関
信
・
Ａ
分
会
】

11
月
上
旬
、
職
場
の
青

年
か
ら
「
機
関
紙
作
成
に

使
っ
て
」
と
カ
ッ
ト
集
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
。「（
分
会
で
）

作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
、
よ
か
っ
た
ら
こ
れ
を

使
っ
て
下
さ
い
」
と
。
職

場
の
仲
間
は
分
会
機
関
紙

を
読
ん
で
い
て
く
れ
る
ん

だ
。
全
国
税
の
こ
と
を
思

っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
ん

だ
、
と
感
激
。

出
口
の
見
え
な
い
仕
事

【
北
海
道
・
道
東
支
部
】

釧
路
署
で
は
、
納
税
証

明
・
窓
口
事
務
一
元
化
の

試
行
中
。
「
税
務
職
員
な

ら
申
告
書
の
作
成
は
で
き

る
は
ず
。
○
○
も
分
か
る

は
ず
」
と
研
修
な
し
。
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
組
ま
れ

て
も
本
来
の
仕
事
は
減
ら

ず
一
元
化
事
務
は
丸
々
上

乗
せ
。
一
元
化
で
楽
に
な

っ
た
仕
事
は
な
い
。
や
ら

な
け
れ
ば
、
と
い
う
出
口

の
見
え
な
い
仕
事
。
一
元

化
担
当
職
員
は
顔
つ
き
が

変
わ
っ
て
い
る
。

バ
イ
ト
さ
ん
も「
切
れ
た
」

【
近
畿
・
京
都
支
部
】

総
務
か
ら
管
理
に
変
わ

っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
。

「
自
分
の
名
前
を
名
乗
っ

て
」
消
費
税
の
振
替
勧
奨

の
電
話
を
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
電
話
で
（
税
金
泥
棒

と
か
）
き
つ
い
こ
と
を
言

わ
れ
た
の
か
？
４
時
前
に

「
ム
カ
ツ
ク
！
」
と
言
っ

て
席
を
立
っ
た
。
こ
の
人

は
「
外
部
と
接
触
の
な
い

仕
事
で
」
と
の
約
束
で
応

募
。
職
場
で
は
「
無
茶
苦

茶
や
な
ー
」
と
の
声
が
。

「
理
想
は
何
時
ま
で
に
こ

の
仕
事
を
や
れ
と
い
う
、
時

間
単
位
の
ハ
リ
ツ
ケ
だ
」。

局
員
の
話
が
頭
か
ら
は
な

れ
な
い
。
「
日
替
り
と
は
聞

い
て
い
た
が
…
」
内
部
事
務

一
元
化
で
大
変
な
労
働
強
化

に
な
る
こ
と
が
容
易
に
想
像

さ
れ
た
。

「
最
適
化
計
画
」
で
実
行

に
移
さ
れ
る
「
内
部
事
務
の

一
元
化
」
が
全
国
で
試
行
さ

れ
て
い
る
。

名
古
屋
局
の
試
行
署
は
今

事
務
年
度
か
ら
昭
和
・
豊

民
主
が
公
務
員
給
与
削
減
案

人
事
院

来
年
勧
告
に
反
映

95
年
か
ら
始
ま
っ
た
政
党
助
成
金

の
総
額
が
04
年
ま
で
の
10
年
間
で
３

１
２
６
億
円
に
達
し
た
と
、
総
務
省

が
官
報
で
公
表
し
た
。
憲
法
違
反
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
共
産
党
以
外

の
各
党
が
、
国
民
の
税
金
を
山
分
け

し
て
い
る
実
態
が
鮮
明
に
。

歳
出
削
減
を
叫
び
公
務
員
攻
撃
に

狂
奔
す
る
自
公
民
で
２
３
０
０
億
円

の
税
金
を
受
取
っ
て
い
る
。

そ
の
民
主
党
が
、
先
の
国
会
で
人

件
費
削
減
を
狙
っ
た
国
公
法
改
正
案

を
国
会
に
提
出
し
た
。
給
与
の
官
民

比
較
調
査
対
象
を
中
小
零
細
企
業
に

広
げ
る
こ
と
を
条
文
と
附
則
に
追
加

し
た
も
の
だ
。

こ
れ
も
受
け
て
、
人
事
院
は
「
官

民
給
与
の
比
較
方
法
の
あ
り
方
に
関

す
る
研
究
会
」
と
、
「
各
界
有
識
者
」

に
よ
る
「
給
与
懇
話
会
」
を
11
月
11

日
に
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
「
来
年

の
勧
告
に
向
け
て
数
回
開
催
し
、
検

討
結
果
は
試
行
等
を
含
み
、
で
き
る

限
り
勧
告
等
に
反
映
さ
せ
る
」
と
、

来
年
に
も
勧
告
に
反
映
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

10
月
27
日
、
平
均
４
・
８
％
引
下

げ
の
給
与
構
造
見
直
し
を
含
む
給
与

改
正
法
案
が
自
民
・
公
明
・
民
主
の

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
（
共
産
・

社
民
は
反
対
）
。
中
高
年
は
来
年
４

月
か
ら
７
％
の
大
幅
引
下
げ
と
な
る

が
、
当
面
は
「
現
給
保
障
」
さ
れ
る
。

し
か
し
、
「
現
給
保
障
は
保
障
な
し
」

に
な
り
か
ね
な
い
。
来
春
闘
の
課
題

だ
。

橋
・
小
牧
・
静
岡
・
岐
阜
北

の
５
署
と
な
っ
た
。

新
規
試
行
署
の
職
員
が
局

で
研
修
を
受
け
た
と
き
の
話

で
あ
る
。

最
先
端
の
試
行
は
な
ん
と

い
っ
て
も
名
古
屋
局
・
昭
和

署
で
あ
る
。
11
月
11
日
、
全

国
税
本
部
は
書
記
長
と
調
査

部
長
に
よ
る
２
度
目
の
昭
和

署
調
査
を
実
施
し
た
。

事
前
に
21
項
目
の
質
問
書

を
総
務
課
長
に
渡
し
て
い
た

が
、
後
日
局
か
ら
の
回
答
と

な
り
、
当
日
の
総
務
課
長
の

口
も
重
い
。

署
の
本
館
１
階
に
管
理
、

個
人
、
資
産
、
法
人
、
源
泉

の
内
部
担
当
を
集
め
て
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
仕
事
を

し
て
い
る
。
第
１
グ
ル
ー
プ

は
受
付
・
相
談
担
当
。
第
２

と
第
３
グ
ル
ー
プ
は
各
税
目

の
内
部
事
務
を
共
同
で
こ
な

し
て
い
く
。

第
２
、
第
３
グ
ル
ー
プ
は

そ
れ
ぞ
れ
毎
朝
９
時
か
ら
10

時
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

「
今
日
の
仕
事
は
」
と
、
朝

礼
と
い
わ
れ
る
打
合
せ
を
す

る
。
ボ
ー
ド
が
何
枚
も
あ
り
、

事
務
内
容
や
入
力
期
限
、
納

税
証
明
担
当
な
ど
が
書
き
込

ま
れ
て
い
く
。

打
合
せ
は
、
管
理
の
取
り

ま
と
め
担
当
者
か
ら
順
に
、

「
今
日
は
×
×
を
何
件
、
○

○
を
何
件
入
力
す
る
」
と
細

か
く
業
務
と
件
数
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
各
職
員
か
ら
「
今

日
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の

か
」
を
い
っ
て
も
ら
っ
て
担

当
業
務
を
細
々
と
貼
り
つ
け

て
い
く
。

局
員
は
「
理
想
は
時
間
単

位
」
と
い
っ
た
が
、
理
想
で

は
な
く
現
実
に
そ
う
や
っ
て

い
る
の
が
昭
和
署
だ
。

一
元
化
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す

る
職
員
は
、
「
朝
礼
は
細
々

長
々
と
報
告
が
あ
り
、
正
直

言
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
割

当
て
ら
れ
た
仕
事
は
時
間
ま

で
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
気
を
抜
く
時
間
も
な
い
」

と
本
音
を
も
ら
す
。
余
裕
を

ふ
さ
い
で
い
く
仕
事
の
さ
せ

方
は
、
狙
い
ど
お
り
に
な
っ

て
い
る
。

部
品
を
下
請
け
か
ら
必
要

数
だ
け
時
間
指
定
で
納
品
さ

せ
る
「
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン

方
式
」
は
つ
と
に
有
名
だ
が
、

何
枚
も
の
ボ
ー
ド
を
み
る
と

国
税
庁
が
「
最
適
化
」
で
や

ろ
う
と
し
て
い
る
内
部
事
務

の
一
元
化
や
集
中
化
は
「
人

間
カ
ン
バ
ン
方
式
」
と
い
え

る
も
の
だ
。

近
々
こ
れ
を
派
遣
職
員
主

体
に
す
る
構
想
だ
が
、
効
率

第
一
と
人
間
を
機
械
か
消
耗

品
の
よ
う
に
扱
う
方
向
に
、

明
日
の
未
来
は
見
え
な
い
。

雪
が
く
る
ぞ
！
　
恒
例
の
つ
ど
い
に

ぜ
ひ
参
加
を

日
　
時

06
・
１
・
27
（
金
）
〜
30
（
月
）

宿
　
泊

白
馬
ハ
イ
マ
ウ
ン
ト
ホ
テ
ル

＊
申
込
み
　
12
月
中
、
組
合
員
ま
で

11
月
19
日
、
憲

法
改
悪
反
対
、
消

費
税
率
引
き
上
げ

や
給
与
所
得
控
除

削
減
な
ど
に
よ
る

大
増
税
に
反
対
す

る
「
国
民
大
集
会
」

が
東
京
・
明
治
公

園
で
開
か
れ
た
。

全
国
か
ら
３
万
５

千
人
が
集
会
に
参

加
。
参
加
者
は
４

コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
デ
モ
行
進
し
、

道
行
く
人
た
ち
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
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た
た
か
い
広
が
る

３
万
５
千
人
が
東
京
・
明
治
公
園

を
埋
め
尽
く
す
。
憲
法
９
条
を
守

る
た
た
か
い
の
輪
が
広
が
る
。

ト
ヨ
タ
の
上
い
く
国
税
庁

内部事務一元化の試行

理想は時間ハリツケ

歳出削減あなたがいうのカヨ!

八
方
尾
根
で

ガ
ン
ガ
ン
す
べ
ろ
う

国
民
大
集
会

〈
解
答
〉

２
一
銀
　
１
三
玉

２
二
銀
　
同
玉
　
１
二
金
　

３
一
玉
　
３
二
銀
成
　
同

玉
　
４
三
角
成
　
３
一
玉
　
　

２
一
金
ま
で
11
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
　
２
二
銀
が

好
手
。

２
四
玉
な
ら
　
２

五
金
ま
で
。
７
手
目
　
３
二

銀
成
が
味
の
よ
い
決
め
手

で
、
以
下
、
角
の
活
用
で
ピ

ッ
タ
リ
。

２
度
目
の
現
地
調
査

朝
礼
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

イ
ラ
イ
ラ
と
ハ
ー
ド

人
間
カ
ン
バ
ン
方
式
が〝
最
適
〞

スキーのつどい


	１面
	２面

